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新・中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

 

 当社はこの度、2008 年 3 月期を最終年度とする新・中期経営計画を策定いたしましたので、その内

容について下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

 

Ⅰ 新・中期経営計画策定の経緯 

 安楽亭では、これまで、国内外でのＢＳＥ発生などの環境変化を受けて、「総資産・借入債務の圧縮」

「焼肉レストラン事業への集中」を 2 大方針とする中期経営計画（2003 年 4 月から 2005 年 3 月）を策定

し、全社をあげて推進して参りました。 

 長引く国内景気の低迷、業態を超えた競争の激化、ＢＳＥによる米国産牛肉の輸入禁止措置など、

当社を取巻く環境は依然として厳しいものの、上記 2 大方針のもと、2 年間で 77 億の資産圧縮と 97 億

円の有利子負債の圧縮を行う等、一定の成果をあげたものと考えております。 

 前中期経営計画においては、財務体質を早急かつ抜本的に改革することが何よりも重要との認識の

もとに経営基盤の強化に努めて参りましたが、新・中期経営計画においては、『営業体制の強化』『デフ

レの継続と社会的責任に対応した企業への変革』を方針に据え、企業価値の向上と時価総額の最大

化を目指して参ります。 

 

 

Ⅱ 対象期間 

 2006 年 3 月期～2008 年 3 月期の 3 年間 



Ⅲ 新・中期経営計画の基本方針 

『営業体制の強化』と『デフレの継続と社会的責任に対応した企業への変革』を 2 大方針とし、企

業価値の向上を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 定量目標 

■ 連結                                               （単位：百万円） 

 2005 年 3 月期  
実績 

 2006 年 3 月期  
計画 

 2007 年 3 月期  
計画 

2008 年 3 月期  
計画 

売 上 高 31,856 100.0％ 31,550 100.0％ 33,250 100.0％ 34,700 100.0％

営 業 利 益 1,503 4.7％ 1,760 5.6％ 2,060 6.2％ 2,255 6.5％

経 常 利 益 610 1.9％ 1,040 3.3％ 1,340 4.0％ 1,600 4.6％

当 期 純 利 益 203 0.6％ △334 △1.1％ 550 1.7％ 650 1.9％

 

■ 単体 

 2005 年 3 月期  
実績 

 2006 年 3 月期  
計画 

 2007 年 3 月期  
計画 

2008 年 3 月期  
計画 

売 上 高 27,962 100.0％ 28,000 100.0％ 29,500 100.0％ 30,800 100.0％

営 業 利 益 1,160 4.2％ 1,400 5.0％ 1,660 5.6％ 1,840 6.0％

経 常 利 益 401 1.4％ 800 2.9％ 1,070 3.6％ 1,320 4.3％

当 期 純 利 益 148 0.5％ △485 △1.7％ 400 1.4％ 490 1.6％

<ご注意> 
 上記に記載した目標並びに予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因により、上記予想数値と異なる結果となる可能性があることをご承知おきく
ださい。                                                                                           
                                                                           以上 

        （単位：百万円） 

『営業体制の強化』～顧客満足度の向上 

売上の増強 原価率の最適化 
コスト（販管費）の削減 

『デフレの継続と社会的責任に対応した企業への変革』～外部環境の変化に対応～ 

 
減損会計への対応と財務体質の改善 コンプライアンスの遵守とＩＲ体制の強化 

『企
業
価
値
の
向
上
』～
時
価
総
額
の
最
大
化
～ 

  エリア管理機能を兼備   

  えた組織体制の構築 


